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1. はじめに 

無機系抗菌剤が世の中に登場してから 30 年以上が経過して

いる。その間MRSAやVRSAによる院内感染問題、及び腸管

出血性大腸菌0-157による集団食中毒の発生もあり、人々の衛

生に対する関心・要求は確実に高まっており、今では身の回り

の多くの製品に、抗菌加工が施されている。また、現在世界中

に感染が広がっている新型コロナウイルス感染症 Covid-19 問

題に伴い、抗菌加工に加えて抗ウイルス加工への需要が急速に

高まっており、不特定多数の人が接触する部材に対しては、今

後、抗菌・抗ウイルス加工が当たり前になることも予想される。 
当社では、1984年に銀ゼオライト系抗菌剤「ゼオミック」を

製品化し、高い安全性、持続性、耐熱性を有することから、プ

ラスチック、繊維、塗料、衛生材料等、様々な用途で使用され

ている。また近年では、ゼオミックの機能は抗菌だけに留まら

ず、消臭・抗ウイルス・水腐敗防止等の新たな機能の有効性が

認められており、充実した安全性データと豊富な許認可を持つ

「多機能添加剤」として、広範な市場で応用展開が図られてい

る。 
本稿では、ゼオミックの特長と、その抗菌性、抗ウイルス性、

消臭性について紹介する。 
 

2. ゼオミックの特長 
2.1. 構造 
銀ゼオライト「ゼオミック」は、結晶性アルミノケイ酸塩の

一種であるゼオライトを担体とした抗菌剤であり、抗菌効果の

ある銀イオン、亜鉛イオン、銅イオンなどをゼオライトの骨格

内部に担持させた粉末の抗菌剤である（図1）。 
担持された抗菌性金属イオンは、ゼオライト中で安定な状態

で保持されるため、一般的に使用される無機顔料と同様に、プ

ラスチックや塗料などに混錬加工することができる。 
 また、母体であるゼオライトは、均一な細孔を無数に有する

多孔質材料であるため、ガス吸着剤としての利用が進んでいる

が１）、ゼオミックは担持された金属イオンとガス成分との相互

作用（化学吸着）も加わるため、より低濃度で幅広いガス吸着

効果が期待できる。 
 
2.2. 基本物性 
ゼオミックの基本物性を表1に示す。非常に高い耐熱温度を

有することから、汎用プラスチックは勿論のこと、加工温度が

300℃以上となるスーパーエンプラ等の特殊な樹脂にも配合す

ることができる。 
表1 ゼオミックの基本物性 

 
 
2.3. ゼオミックの種類 
ゼオミックは様々な分野で使用されており、銀イオンに加え、

亜鉛イオンや銅イオンを共存させた製品など、お客様の用途に

適した製品を準備している。その一部を、表2に紹介する。 
 基本的な粒子サイズである 1～3µm 以外にも、8～10µm の

大粒子タイプ（図2）、40µm以上の超大粒子タイプなども取り

揃えている。 
表2 ゼオミックの製品群と主要用途 

 
 

 
図2 ゼオミックの走査型電子顕微鏡写真 
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図1 ゼオライトへの抗菌性金属イオンの担持イメージ 
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3. ゼオミックの安全性 
ゼオライトは、アルミナとシリカという安全な成分より構成

されており、家庭用洗剤や整腸作用を目的として家畜の飼料に

も混合使用されている２）。一方、銀は歴史的にも人間とのかか

わりが深く、医薬品のほかにも食器、歯科材料、装飾品などに

使用されている。また、口腔清涼剤として活用された歴史もあ

る。このようにゼオミックは安全性の高い各成分から構成され

ているため、その安全性の高さはある程度推測することは可能

であったが、当社ではゼオミックとしての安全性を証明するこ

とを重視し、開発の当初から、各種安全性データの取得に努め

てきた。 
 表3は、当社が保有しているゼオミックの安全性試験結果の

一部である。慢性毒性試験をはじめ数々の安全性試験結果より、

ゼオミックの安全性の高さが証明されている。 
 近年では、これらゼオミックの高い安全性が評価され、カテ

ーテルなどの医療用具への適用も進んでいる。 
 
   表4 ゼオミックの最小発育阻止濃度測定結果 

  

 

 

 
 

4. ゼオミックの抗菌性能 
4.1. 基本性能（MIC値） 
抗菌剤としての能力を示す指標の一つとして最小発育阻止

濃度（MIC）がある。これは、抗菌剤や抗生物質などが微生物

の増殖を阻害する最小濃度を表し、この MIC 値が小さい程、

抗菌効果が高いと言える。ゼオミックのMIC値を表4に示す。

一般的に有機系の抗菌剤や防かび剤の多くは、ある特定の菌種

にしか効果を発揮しない傾向にあるが、ゼオミックは細菌、酵

母、カビを問わず効果を発揮することが確認されている。また、

抗菌剤や抗生物質を使用する上では、細菌の薬剤に対する耐性

獲得がしばしば問題となるが、ゼオミックについては薬剤耐性

が獲得されにくいことが試験で確認されている（表5）。 
 

   

表3 ゼオミックの安全性試験結果 
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    表5 ゼオミックの耐性獲得試験結果 MIC の測定値 

 

4.2. プラスチック成型品への応用 
ゼオミックは無機粉末であるため、無機顔料と同じようにプ

ラスチックや繊維、また塗料に配合することができる。但し、

ゼオミックを含め無機抗菌剤は、帯電防止剤などのブリード型

の添加剤ではないため、プラスチック成型品や塗装膜の内部に

埋没した抗菌剤からは、その抗菌性を期待することができない。

樹脂マトリックス中における抗菌剤粒子の分散性を高め、成型

品や塗膜表面に抗菌剤粒子を数多く露出させることが、少ない

添加量で高い抗菌性を得る鍵となる。（図3） 
表6はPP 樹脂にゼオミックを練り込み加工したプラスチッ

クプレートの抗菌試験結果である。分散剤の使用有無によって、

その抗菌性に大きな違いが生じることが分かる。 

図3 ゼオミック添加プラスチック成型品の断面イメージ図 

表6 ゼオミック添加PP プレートの抗菌試験結果 
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4.3. 繊維製品 
1960 年ごろから欧米で抗生物質メチシリンが使用され始め

たが、間もなくしてその抗菌性に抵抗性を有する耐性菌（メチ

シリン耐性黄色ブドウ球菌：MRSA）が出現した。日本でも

1980年代より急激な増加がみられ、近年は、多くの医療施設に

おいて MRSA による院内感染防止のためのマニュアルやガイ

ドラインなどが作成され３）、様々な対策が講じられている。 
 このような背景から、耐性獲得が得られにくいゼオミックは、

医療施設で使用される様々な製品に抗菌加工剤として使用さ

れている。ゼオミックを応用した MRSA 対策製品として、繊

維製品や建材等がある。繊維製品はゼオミックを紡糸時に直接

合成繊維ポリマー（ポリエステル、ナイロン、アクリル）に混

入加工することで抗菌性繊維を得ることができ、医療現場で使

用される白衣、カーテン、カーペットなどに利用されている。

ゼオミックが練り込まれた繊維の MRSA など、医療現場で問

題となる細菌、カビに対する抗菌試験結果を表7に示す。 
 

表7 抗菌繊維の抗菌結果 

 

 
4.4. 塗料製品 
表8はエポキシ塗料にゼオミックを配合しアルミ板に塗装し

た塗膜表面の抗菌試験結果である。プラスチック成型品と同様

に、分散剤の使用有無によってその抗菌性に大きな違いが生じ

ることが分かる。 

  
5. ゼオミックの抗ウイルス性能 
ゼオミックは細菌に対する抗菌性だけでなく、ウイルスに対

する抗ウイルス効果も確認されている。 
 以下、基礎的な試験ではあるが、ゼオミックの抗ウイルス試

験結果を紹介する。 
 表9は、2002年から2003年にかけて世界各国に感染が広ま

った SARS ウイルスに対するゼオミック原体の抗ウイルス試

験の結果である。比較的低い濃度においても、十分な抗ウイル

ス効果が得られることが確認されている。但し、これらはゼオ

ミック原体の抗ウイルス効果であるため、実際の製品で抗ウイ

ルス効果を発揮させるためには、適切な量のゼオミックを適切

な加工法で処理する必要があり、最終的には実際の加工製品を

用いて抗ウイルス試験を実施し、その効果を確認する必要があ

る。 
表9 ゼオミックの SARS ウイルス不活化試験結果 

 
加工製品の抗ウイルス試験法には、繊維製品用の ISO18184、

及びプラスチックや塗装製品用の ISO21702がある。 表10、
表11は、ゼオミックを配合したPPプレート、及びアクリル塗

装板の抗ウイルス試験結果である。一般的にプラスチック成型

品においては抗ウイルス効果が得られにくいと言われている

が、当社ゼオミックにおいては、1〜3%の配合量で抗ウイルス

性が得られることが確認されている。 
 尚、ISO18184や ISO21702の抗ウイルス試験は、その加工

製品表面上の抗ウイルス効力を評価する試験法である。よって、

これら抗ウイルス加工製品の使用が、人体へのウイルス感染を

阻止することを保証するものではなく、過度にその効果を期待

することは避けるべきである。 
   

表8 ゼオミック添加エポキシ塗料の抗菌試験結果 
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6. ゼオミックの消臭性能 
前述の通り、ゼオミックは多孔質材料であるゼオライトの骨

格内部に金属イオンを担持させたものであるため、ゼオライト

本来の物理的ガス吸着能に加え、金属イオンによる化学的ガス

吸着能も有する４）。そのため、酢酸、アンモニア、硫化水素な

ど、広範囲なガスに対して低濃度にまで吸着除去することが可

能となる。 
 ゼオミック原体の、アンモニア、酢酸、硫化水素、メチルメ

ルカプタンに対する消臭試験結果を図4に示す。他の消臭剤と

は異なり、ゼオミックは酸性ガス、塩基性ガス、硫黄系ガスに

対して高い消臭性能を発揮することが示されており、生活臭と

いわれる雑多な複合臭気に対しても、ゼオミック1剤で消臭効

果を得ることができる。 

 現在ゼオミックは、従来の抗菌機能に加え、この高い消臭性

能が評価され、抗菌・消臭のダブルファンクション剤として、

アパレル製品を中心に応用が進んでいる。加えて、ゼオミック

は抗ウイルス性も確認されていることから、抗菌・抗ウイルス・

消臭のトリプルファンクション剤として、繊維分野を中心に更

なる展開が期待されている。 
 表12、表13は、コットン生地にゼオミックを2g/m2添着加

工した生地の抗菌・消臭試験結果である。官能試験ではいずれ

の臭気でも雰囲気、生地ともに6名中5名が臭気「弱」の判定

を下し、 また、機器分析の結果においても 80%以上の除去率

を示したことから、(財)繊維評価技術協議会の消臭加工製品認

証基準をクリアする事が確認された。また抗菌試験においても、

50回洗濯後も抗菌活性値2.0以上を示しており、抗菌性と消臭

性のダブル機能をゼオミック1剤で達成できることが、実際の

加工布を用いた試験でも確認されている。 

表10 ゼオミック添加PP プレートの抗ウイルス試験結果 表11 ゼオミック添加アクリル塗装板の抗ウイルス試験結果 

表13 ゼオミック添着加工布抗菌試験結果（耐洗濯性） 

図4 消臭剤の臭気成分に対する除去能力 

表12 ゼオミック添着加工布消臭試験結果 
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7. 諸外国の許認可 
昨今の化学物質に対する安全・安心意識の向上、及び管理体

制の高まりを受け、REACH規則をはじめとする化学物質規制

が各国で広がりを見せている。特に抗菌剤や抗ウイルス剤はバ

イオサイドに分類され、米国や欧州においてはバイオサイド規

制に則った運用が厳格に行われている。 
 1990 年代からゼオミックの海外販売を積極的に進めてきた

当社においては、これら海外の化学品規制やバイオサイド規制

に逐次対応を進めており（表 14）、幅広い地域において様々な

用途・製品への利用が可能となっている。 

 
8. まとめ 
以上の通り、ゼオミックは抗菌・抗ウイルス・消臭のトリプ

ル機能を有し、且つ安全性試験データの蓄積、および諸外国に

おける許認可の整備が充実していることから、機能性付与によ

る付加価値化を考えられている製品メーカー様にとって、当社

ゼオミックが何らかの形でお役に立つことができれば幸いで

ある。 
 

 
 
 

表14 ゼオミックの許認可状況（2022 年4 月現在のステータス） 
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